
財界さっぽろ  https://www.zaikaisapporo.co.jp171

北
の
鉄
路
の
窮
状
を
改
め
る
唯
一
の
方
策

第13回

（あべ・ひとし）1961 年東京都生
まれ。東京大学工学部都市工学科
卒業、修士修了、博士１年中退。
88 年にＪＲ東日本に１期生とし
て入社し鉄道の実務と研究開発の
経験を重ねた。2004年に退職して
(株)ライトレールを創業。交通計
画のコンサルティングに従事

連
載
「
鉄
路
の
行
方
」
を
考
え
る

　

北
海
道
新
聞
の
連
載
「
鉄
路
の
行
方
」
を

考
え
る
22
回
が
昨
年
10
月
に
始
ま
り
、
さ
る

３
月
26
日
に
完
了
し
た
。

　

北
の
鉄
路
の
課
題
に
関
し
て
、
そ
の
経
緯

や
問
題
点
を
ひ
も
と
き
、
将
来
の
公
共
交
通

網
の
あ
る
べ
き
姿
を
問
題
提
起
し
た
。
国
が

本
来
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
繰
返
し
求
め

た
非
常
に
有
益
な
記
事
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
年
間
４
９
８
億
円
を
「
適

正
な
赤
字
」
と
設
定
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
コ

ロ
ナ
禍
の
期
間
を
除
き
、
赤
字
は
そ
の
範
囲

内
に
収
ま
っ
て
き
た
と
い
う
。

　

経
営
安
定
基
金
の
運
用
益
が
低
下
し
、
国

な
ど
に
よ
る
下
支
え
や
「
手
厚
い
支
援
」
で

北
の
鉄
路
が
窮
状
に
陥
っ
た
経
緯

　

明
治
か
ら
昭
和
40
年
代
ま
で
日
本
の
鉄
道

は
進
化
し
続
け
、
北
海
道
発
展
の
牽
引
役
も

務
め
た
後
、
国
鉄
は
赤
字
経
営
・
低
サ
ー
ビ

ス
・
ス
ト
頻
発
・
大
幅
値
上
げ
と
国
民
の
期

待
を
裏
切
り
続
け
た
。

　

国
鉄
改
革
に
よ
り
そ
れ
を
改
め
、
初
期
は

北
の
鉄
路
の
再
生
に
成
功
し
て
い
た
の
に
、

再
び
窮
状
に
陥
っ
た
。
表
に
、
国
鉄
改
革
か

ら
現
在
の
窮
状
へ
の
経
緯
を
整
理
す
る
。

　

国
は
、
道
路
・
空
港
・
港
湾
と
同
様
に
Ｊ

Ｒ
北
海
道
へ
黒
字
経
営
を
求
め
ず
、
国
鉄
末

期
の
赤
字
２
８
０
０
億
円
／
年
よ
り
大
幅
減

の
４
９
８
億
円
／
年
を
適
正
と
し
、
そ
れ
に

応
じ
た
経
営
安
定
基
金
を
設
け
た
。

　

現
在
の
窮
状
の
根
幹
原
因
は
、
そ
の
後
の

低
金
利
に
よ
る
運
用
益
減
へ
国
が
適
正
に
財

政
措
置
し
な
か
っ
た
こ
と
で
、
悪
循
環
の
連

鎖
が
続
い
て
い
る
。

北
の
鉄
路
を
あ
る
べ
き
姿
に

　

抜
本
的
な
解
決
策
は
、
国
が
経
営
安
定
基

金
の
運
用
益
不
足
分
を
遡
っ
て
全
額
措
置
す

る
こ
と
だ
。
発
足
初
期
９
年
間
に
鉄
道
運
輸

収
入
が
年
20
億
円
ず
つ
増
え
た
半
分
の
ペ
ー

ス
で
増
え
た
だ
け
で
も
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
７

０
０
億
円
に
対
し
近
年
は
１
０
０
０
億
円
超

を
持
つ
現
状
で
は
、
税
金
８
０
０
０
億
円
投

入
に
世
論
の
賛
同
を
集
め
ら
れ
な
い
。

　

表
に
、
窮
状
を
改
め
る
唯
一
の
方
策
を
示

す
。
第
一
歩
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
「
減
速
・
減

便
・
少
駅
化
、
頻
繁
な
運
休
」
の
経
営
方
針

を
「
増
速
・
増
便
・
多
駅
化
、
で
き
る
限
り

の
運
行
」
に
改
め
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
そ

れ
に
よ
り
道
民
の
鉄
道
へ
の
信
頼
と
期
待
を

回
復
で
き
、
好
循
環
の
連
鎖
に
転
じ
ら
れ
る
。

　

先
に
発
表
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
北
海
道
グ
ル
ー
プ

中
期
経
営
計
画
２
０
２
６
に
盛
込
ま
れ
た

「
札
幌
―
旭
川
・
新
千
歳
空
港
の
高
速
化
」

に
多
く
の
道
民
が
強
い
期
待
を
持
っ
た
。

　

道
民
は
皆
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
昭
和
40
年
代

ま
で
と
発
足
初
期
と
同
様
に
、
適
正
な
利
潤

を
得
つ
つ
北
海
道
の
鉄
道
を
活
か
す
よ
う
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
こ
の
連

載
は
北
の
鉄
路
の
進
化
を
願
う
エ
ー
ル
だ
。

この悪循環にJR北海道の役員・社員、道民に責はない

JR北海道が経営方針を改めさえすれば好循環に

連
載「
鉄
路
の
行

方
」を
考
え
る

補
っ
た
も
の
の
、
22
年
度
末

ま
で
の
36
年
間
で
３
３
５
２

億
円
不
足
と
い
う
。

と
な
っ
て
い

た
。
最
近
30

年
弱
で
５
０

０
０
億
円
近

く
減
収
し
た

わ
け
で
、
先

の
不
足
額
と

併
せ
て
８
０

０
０
億
円
だ
。

　

し
か
し
、

道
民
が
鉄
道

へ
強
い
不
信




